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・概要

・能登半島地震及び豪雨災害による水稲への影響

（１）水稲作付面積・10a当たり収量・水稲収穫量 （石川県（加賀・能登））

（２）水稲作付面積・水稲収穫量 （奥能登４市町）

・石川県の主な農畜産物の産地（水稲以外）

・石川県の地理的表示(GI)保護制度 登録産品

・石川県の世界農業遺産（能登の里山里海（石川県能登地域））
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・石川県は南西から北東に向かって細長い形状であり、北は能登半島となって日本海に突出しており、金沢市をはじめ
11市8町の計19市町からなっている。
・耕地面積の約８割を水田が占めている。
・農業産出額の6割以上を米が占め、 ７割の市町（13市町）で米が１位となっている。

市町別農業産出額１位部門（令和５年）

概要

１

能登地域

加賀地域

農業産出額の部門別割合耕地面積

農業産出額上位10品目（令和６年）

出典：農林水産省統計部「「作物統計」「生産農業所得統計」
注：１ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。

２ 市町村別農業産出額は都道府県別の農業産出額を農林業センサスの作付面積や
飼養頭羽数等を用いて市町村別に按分した加工統計であるため、市町村毎の価格

           や単収の差は反映されていないことに留意されたい。
      ３ 順位付けは原数値（100万円）により判定したものである。
      ４ 全国順位は秘匿措置を講じた都道府県を除いた順位である。



【能登半島地震・豪雨災害の概況】
令和６年１月１日午後４時10分、石川県能登地方を震源としたマグニチュード7.6（輪島市及び志賀町で震度7を観測）の地震が発生。
令和６年９月21日～22日にかけて輪島市、珠洲市、能登町で大雨特別警報が発表され、期間降水量（9月20日～22日）が輪島市で501.0ミリ、珠洲市で394.0
ミリと平年の9月の降水量の2倍を上回る記録的な大雨。

  この地震及び豪雨の影響により奥能登地域を中心に農地等に甚大かつ広範囲に被害が発生。
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能登半島地震及び豪雨災害による水稲への影響

（１）水稲作付面積・10a当たり収量・水稲収穫量 （石川県（加賀・能登））

【震災前後の状況：R６年産とＲ５年産】
石川県におけるR６年産の水稲作付面積（子実用）は22,300ha、収穫量（子実用）は116,200ｔで、
震災前の５年産より1,100ha（4.7％）、5,000ｔ（4.1％）それぞれ減少。
能登地域では作付面積（子実用）は900ha（9.4％）、収穫量(子実用）は6,100ｔ（12.9％）それぞれ減少。

出典：農林水産省統計部「作物統計」「農林水産関係市町村別統計」
気象庁「災害時地震・津波報告（令和６年能登半島地震）」
東京管区気象台「災害時気象報告(低気圧と前線による令和6年

         9月20日から9月22日にかけての大雨等）」

能登 農地や機械の被害
避難により営農休止
９月の豪雨被害など
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注:１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積を含めた水稲全体の作付面積から青刈り面積（飼料用米・WCS用稲等を含む。）
を除いた面積である。

２ 水稲作付面積は、四捨五入しており、県計値と能登地域及び加賀地域の合計値とは一致しない。
３ 水稲収穫量（子実用）は、県、能登地域、加賀地域のそれぞれの10a当たり収量（ふるい目幅1.7㎜で選別）にそれぞれの

水稲作付面積を乗じたものであり、県計値と能登地域及び加賀地域の合計値とは一致しない。
４ 令和６年産の水稲作付面積には豪雨の影響は含まれていない。
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２

【その後の状況：Ｒ７年産】
石川県におけるR７年産の水稲作付面積（子実用）は22,900ha、収穫量（子実用）は121,800ｔで、
6年産に比べて600ha（2.7％）、5,600ｔ（4.8%）それぞれ増加。
能登地域では作付面積（子実用）は320ha（3.7％）、収穫量（子実用）は3,900ｔ（9.5%）それぞれ増加。

能登 農地の復旧
機械の再取得
営農再開など

今後も農地復旧や整備を継続
『能登の創造的復興』
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（２）水稲作付面積・水稲収穫量 （奥能登４市町）

出典：農林水産省統計部「作物統計」「農林水産関係市町村別統計」
気象庁「令和６年能登半島地震等の関連情報（2024年01月01日16時10分推計震度分布図）」
石川県「知事記者会見資料（令和６年10月９日及び令和7年11月14日）」 

震央

【震災前後の状況：R６年産とＲ５年産】
奥能登地域におけるR６年産の水稲作付面積（子実用）は1,784ha、収穫量（子実用）は7,352ｔで、
震災前の５年産より908ha（33.7％）、5,318ｔ（42.0％）それぞれ減少。

【その後の状況：Ｒ７年産】
奥能登地域におけるR７年産の水稲作付面積（子実用）は1,856ha、収穫量（子実用）は8,694ｔで、
6年産に比べて72ha（4.0％）、1,342ｔ（18.3%）それぞれ増加。

水稲収穫量（奥能登４市町）

地震・豪雨前 ⇦ ⇨ 地震・豪雨後

奥能登４市町
（輪島市・珠洲市・穴水町・能登町） 水稲作付面積（奥能登４市町）

2,692
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908ha
（33.7%）減少

8,694

7,352

5,318 t

（42.0%）減少

1,342 t

（18.3%）増加

３

奥能登 令和６年営農面積
2,100ha（水稲1,800ha）
その後、豪雨により400haの農地で土砂・流木等が堆積

奥能登 令和７年営農面積
2,000ha（水稲1,900ha）まで回復

注:１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積を含めた水稲全体の作付面積から青刈り面積（飼料用米・WCS用稲等を含む。）
を除いた面積である。

    ２ 令和６年産の水稲作付面積には豪雨の影響は含まれていない。



石川県の主な農畜産物の産地（水稲以外）

４

出典：農林水産省統計部「作物統計」「畜産統計調査」「畜産物流通調査」
「牛乳乳製品統計調査」「生産農業所得統計」

鶏卵

生産量：9,836ｔ（令和６年）

すいか

収穫量：12,700ｔ（令和６年）

生乳

生産量：15,100ｔ（令和６年）

肉用牛

飼養頭数：3,360頭（令和７年）

ぶどう

収穫量：692ｔ（令和７年）

豚

飼養頭数：15,800頭（令和６年）

トマト

収穫量：2,960ｔ（令和６年）

かんしょ

収穫量：3,760ｔ（令和５年）

日本なし

収穫量：2,400ｔ（令和７年）

六条大麦

収穫量：5,010ｔ（令和７年）

干し柿

生産量：39.6ｔ（令和４年）

れんこん

収穫量：1,190ｔ（令和４年）

こまつな

収穫量：1,260ｔ（令和６年）

かぼちゃ

収穫量：1,640ｔ（令和６年）

だいこん

収穫量：7,030ｔ（令和６年）

ブロッコリー

収穫量：1,570ｔ（令和６年）

全国の農業産出額に占める構成割合が
高い上位10品目（令和６年）

順位 品　目
構成割合
（％）

全国
順位

産出額
（億円）

1 六 条 大 麦 7.7 3 1

2 す い か 3.5 10 23

3 れ ん こ ん 2.5 8 5

4 干 し が き 2.3 7 1

5 ブルーベリー 2.2 15 1

6 た け の こ 1.9 8 2

7 米 1.5 22 390

8 い ち じ く 1.5 18 1

9 こ ま つ な 1.2 19 4

10 か ぼ ち ゃ 1.2 21 4

注:１ 構成割合は各品目の農業産出額の都道府県別合計に占める割合である。
    ２ 構成割合が同じ品目の順位付けは、原数値（100万円）の構成割合により判定したものである。
    ３ 都道府県別合計が５億円未満の品目は含まれていない。

イラストは１ページに20個以内（重複は１
個でカウント）とすること。

（著作権の関係から）

にんじん

いちじく たけのこ 干し柿

米 こまつな

概数

注:１ 収穫量、飼養頭数及び生産量は県計値である。
    ２ 主な産地は「令和５年市町村別農業産出額（推計）」結果に基づき、

県内３位以内の市町とした。
３ 図柄下の数値は県内順位を表わす。
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・地理的表示（GI：Geographical Indication）保護制度は、その地域ならではの自然的、人文的、社会的
な要因・環境の中で長年育まれてきた品質、社会的評価等の特性を有する産品の名称を、地域の知的財産とし
て保護する制度である。外国との相互保護や模倣品対策の充実により、海外においても保護される。

・令和７年11月17日現在、全国で164産品（石川県内では３産品）が登録されている。

石川県の地理的表示（GI）保護制度 登録産品

５

・生産地：能美市及び小松市（高堂町、野田町、一針町）
・登録生産者団体：南加賀地区丸いも生産協議会
・特性：ソフトボール大の丸い形を特徴として、高級食材として知られるやまといも。
   粘り成分が多く、水分が少ないため、すりおろすと強い粘りを呈する。
          山芋特有の風味があり、加工食品原材料として幅広く利用されている。

加賀丸いも（平成28年９月７日登録）

能登志賀ころ柿（平成28年10月12日登録）

・生産地：志賀町のうち昭和45年から平成17年までの旧志賀町区域
・登録生産者団体：志賀農業協同組合
・特性：原料に糖度が高い最勝（さいしょう）柿を使用し、甘さ、鮮やかな飴色
          の外観、緻密で柔らかい果肉が特徴の干柿。人手による柿もみ、ゆっくり

       とした干し上げなど伝統的な製法で作り続けられている。

いしり・いしる（令和６年３月27日登録）

・生産地：輪島市、珠洲市、七尾市、能登町、穴水町及び志賀町
・登録生産者団体：能登いしり・いしる生産者協議会
・特性：原料がもつ天然の発酵力をいかして長期間発酵・熟成させる特色ある
          伝統的製法が、「いしり」の豊かな旨みと独特の風味を生み出しており、
       日本三大魚醤油の1つとして認知されている。「いしりの貝焼き」や「べん

漬け」などの郷土料理等に欠かせない万能調味料として定着している。

出典：農林水産省

加賀丸いも

能登志賀ころ柿

いしり・いしる

登録地域

小松市
（高堂町、野田町、一針町）

拡大図



・世界農業遺産（GIAHS）は、社会や環境に適応しながら何世代にもわたり継承されてきた独自性のある伝統的な
農林水産業と、それに密接に関わって育まれた文化、ランドスケープ及びシースケープ、農業生物多様性などが相互に
関連して一体となった、世界的に重要な農林水産業システムを認定する制度である。能登地域は、平成23年６月
に「能登の里山里海」として認定されている。

・能登地域には、日本海に面した急傾斜地に広がる「白米千枚田」をはじめとした棚田や、海の強い潮風から家屋を
守る間垣と呼ばれる竹の垣根など、日本の農山漁村の原風景ともいわれる独特の景観が見られる。また、伝統的な
技術として、「揚げ浜式」と呼ばれる日本で唯一能登にのみ残る製塩法や、女性が素潜りでサザエやアワビを採る「海
女漁」、里山の保全・管理と密接に結びついた「炭焼き」などが受け継がれている。このほか、豊作豊漁を願い、巨大
な灯籠を担いで練り歩く「キリコ祭り」や、 田の神を祀る農耕神事「あえのこと」など、農林水産業にまつわる祭礼が能
登の各地で行われている。

日本海に面した急傾斜地に広がる「白米千枚田」

写真左：日本海の強い潮風から家屋を守る「間垣」（まがき）
と呼ばれる竹の垣根

写真右：日本で能登に唯一残る「揚げ浜式」製塩法

「能登の里山里海」
情報ポータルサイト

石川県の世界農業遺産（能登の里山里海（石川県能登地域））

出典：石川県、農林水産省 ６
田の神様をもてなす農耕神事「あえのこと」

認定地域

写真左：田の神様をもてなす農耕神事「あえのこと」
写真右：伝統的な祭礼文化「キリコ祭り」



（参考資料）
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農業産出額

令和６年の農業産出額は米の価格が上昇したこと等から、前年に比べて96億円（18.4％）増加し、617億円
となった。

出典：農林水産省統計部「生産農業所得統計」

農業産出額の推移（石川県）

市町別農業産出額（令和５年）

水市町別農業産出額（令和５年）

７

注：１ 本統計は都道府県別の農業産出額を農林業センサスの作付面積や飼養頭羽数等を用いて市町村別に按分した
加工統計であるため、市町村毎の価格や単収の差は反映されていないことに留意されたい。

２ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
３ 赤字は県内3位以内の市町を表わす。
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市　町 １位 ２位 ３位 市　町 １位 ２位 ３位
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県内
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  部門
産出額

（億円）
  部門

産出額
（億円）

  部門
産出額

（億円）

か ほ く 市 12.7 17 米 6.6 果実 2.9 豚 1.7 珠 洲 市 15.5 14 米 7.8 野菜 3.0 乳用牛 2.5

内 灘 町 15.1 15 乳用牛 11.7 野菜 1.5 米 1.0 能 登 町 25.0 10 肉用牛 8.2 米 7.1 乳用牛 3.0

津 幡 町 14.2 16 米 11.4 野菜 1.5 鶏 0.7 輪 島 市 35.9 6 鶏 22.9 米 9.6 野菜 1.6

金 沢 市 69.6 1 野菜 29.5 米 20.9 いも類・果実 8.0 穴 水 町 29.1 8 鶏 13.7 果実 6.3 野菜 3.4

野 々 市 市 2.6 19 米 2.1 野菜 0.3 花き 0.1 七 尾 市 26.1 9 米 18.8 野菜 3.4 豚 X

白 山 市 56.4 2 米 35.0 野菜 11.8 肉用牛 2.9 中 能 登 町 16.0 13 米 11.0 豚 X 肉用牛 1.2

能 美 市 17.9 12 米 15.4 野菜 1.9 麦類 0.2 志 賀 町 32.3 7 米 16.1 野菜 4.8 豚 4.4

川 北 町 7.0 18 米 6.1 野菜 0.3 麦類・豆類 0.2 羽 咋 市 23.1 11 米 17.7 野菜 4.3 果実 0.6

小 松 市 41.9 4 米 32.6 野菜 7.0 花き X 宝達志 水町 36.5 5 鶏 20.9 米 10.3 豚 X

加 賀 市 42.5 3 米 26.4 野菜 7.6 果実 6.9

加　賀　地　域 能　登　地　域

農業産出額 農業産出額

注：１ 本統計は都道府県別の農業産出額を農林業センサスの作付面積や飼養頭羽数等を



田畑計 田 畑 田畑計 田 畑

(ha)
県内
順位 (ha)

県内
順位 (ha)

県内
順位 (ha)

県内
順位 (ha)

県内
順位 (ha)

県内
順位

か ほ く 市 1,210 15 753 15 453 5 珠 洲 市 1,950 8 1,220 13 727 2

内 灘 町 561 18 117 19 444 6 能 登 町 1,750 12 1,140 14 611 3

津 幡 町 1,790 11 1,420 11 366 8 輪 島 市 1,860 9 1,550 9 311 12

金 沢 市 3,360 4 2,590 5 769 1 穴 水 町 989 16 654 17 335 11

野 々 市 市 254 19 233 18 21 18 七 尾 市 3,300 5 2,930 4 370 7

白 山 市 4,570 1 4,340 1 227 13 中 能 登 町 1,650 13 1,530 10 116 17

能 美 市 1,820 10 1,690 8 129 16 志 賀 町 2,760 6 2,200 6 562 4

川 北 町 755 17 741 16 14 19 羽 咋 市 2,240 7 2,060 7 179 15

小 松 市 3,820 2 3,480 2 344 10 宝達志 水町 1,450 14 1,240 12 210 14

加 賀 市 3,420 3 3,060 3 361 9

市　町

加　賀　地　域 能　登　地　域

市　町

34,100 33,900 33,700 33,600 33,400 32,900 31,700 

6,910 6,870 6,830 6,800 6,770 6,550 
5,870 
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注：１ この市町村別統計は、「作物統計調査」を実施する上で把握した地域における標本調査
結果及び現地見積りの結果、関係機関からの情報等を踏まえ、都道府県計値の内訳と
して市町村別に配分することにより作成した加工統計であり、市町村別の値を目的として
設計された調査に基づいて直接得られたものではない。なお、「作物統計調査」は、都道府
県計値を求めるために目標精度を設定し、調査の設計がされている。

２ 面積は、耕地の存在する市町村に計上しており（属地統計）、耕作者の市町村間の出作・
   入作を考慮していない。

３ 赤字は各項目の県内3位以内の市町を表わす。

耕地面積

令和７年の耕地面積（田畑計）は3万7,600haで、前年に比べて1,900ha（4.8％）減少した。
また、水田率は８割以上となっている。

８

耕地耕地面積の推移（石川県）

市町別田畑別耕地面積（令和６年）

市町別水田率（令和６年）

出典：農林水産省統計部「作物統計」

田

畑

（ha）

41,000 40,800 40,600 40,400 40,100 39,500
37,600



注：１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積を含めた水稲全体の作付面積から青刈り
面積（飼料用米・WCS用稲等を含む。）を除いた面積である。

２ 10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）は、1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米
の重量である。

３ 赤字は各項目の県内3位以内の市町を表わす。
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水稲の作付面積・収穫量

令和７年産の水稲作付面積（子実用）は22,900ha、で前年産に比べて600ha（2.7％）増加し、
収穫量（子実用）は121,800ｔで、前年産に比べて、5,600ｔ（4.8％）増加した。

9

水稲水稲の作付面積・収穫量の推移（石川県）

（ｔ）（ha）

市町別水稲作付面積・10ａ当たり収量・水稲収穫量（令和７年産）

収穫量

水市町別水稲収穫量（令和７年産）

作
付
面
積

出典：農林水産省統計部「作物統計」

（
作
付
面
積
）

（
収
穫
量
）

 収穫量  収穫量

(子実用) 収量 (子実用) (子実用) 収量 (子実用)

(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)

か ほ く 市 633 12 530 9 3,360 12 珠 洲 市 503 16 475 16 2,390 16

内 灘 町 91 19 500 14 455 19 能 登 町 597 13 462 19 2,760 14

津 幡 町 1,020 10 537 8 5,490 10 輪 島 市 563 14 470 17 2,650 15

金 沢 市 1,750 5 543 7 9,510 4 穴 水 町 193 17 463 18 894 17

野 々 市 市 147 18 570 3 838 18 七 尾 市 1,890 4 492 15 9,310 5

白 山 市 3,100 1 572 2 17,700 1 中 能 登 町 1,150 9 503 13 5,760 9

能 美 市 1,260 8 554 4 6,980 8 志 賀 町 1,530 7 510 11 7,780 7

川 北 町 550 15 574 1 3,160 13 羽 咋 市 1,650 6 513 10 8,440 6

小 松 市 2,960 2 550 5 16,300 2 宝達志 水町 972 11 510 12 4,960 11

加 賀 市 2,390 3 549 6 13,100 3

加　賀　地　域 能　登　地　域

市　町 市　町
 作付面積 10ａ当たり 10ａ当たり 作付面積

県内
順位

県内
順位

県内
順位

県内
順位

県内
順位

県内
順位



注：１ この市町村別統計は、「作物統計調査」を実施する上で把握した地域における集出荷団体、生産者
等への郵送調査結果及び行政機関等からの情報を踏まえ、都道府県計値の内訳として市町村別に

           配分することにより 作成した加工統計であり、市町村別の値を目的として設計された調査に基づいて
           直接得られたものではない。なお、「作物統計調査」は、都道府県計値を求めるために目標精度を
           設定し、調査の設計がされている。

２ 順位は秘匿措置を講じている市町を除いたものである。
３ 赤字は各項目の県内3位以内の市町を表わす。
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六条大麦の作付面積・収穫量

令和７年産の六条大麦の作付面積は1,660haで、前年産に比べて190ha（10.3％）減少し、
収穫量は5,010ｔで、 前年産に比べて1,080ｔ（17.7％）減少した。

10

六条大麦の作付面積・収穫量の推移（石川県）

（ｔ）（ha）

六条大麦の作付面積・収穫量の上位５県の割合

作
付
面
積

収穫量

市町別六条大麦の作付面積・10ａ当たり収量・収穫量（令和６年産）
作付面積は全国３位、収穫量は４位

市町別六条大麦収穫量（令和６年産）

出典：農林水産省統計部「作物統計」

（
作
付
面
積
）

（
収
穫
量
）

 収穫量  収穫量

収量 収量

(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)

か ほ く 市 39 12 182 10 71 12 珠 洲 市 x x x

内 灘 町 61 10 118 12 72 11 能 登 町 x x x

津 幡 町 105 5 131 11 138 10 輪 島 市 58 11 72 14 42 13

金 沢 市 23 14 96 13 22 14 穴 水 町 - - -

野 々 市 市 - - - 七 尾 市 x x x

白 山 市 434 1 463 1 2,010 1 中 能 登 町 63 9 292 8 184 8

能 美 市 185 3 346 5 640 4 志 賀 町 80 8 276 9 221 7

川 北 町 175 4 388 2 679 3 羽 咋 市 96 7 375 4 360 5

小 松 市 359 2 305 7 1,100 2 宝達志 水町 37 13 378 3 140 9

加 賀 市 103 6 322 6 332 6

県内
順位

県内
順位

県内
順位

県内
順位

加　賀　地　域 能　登　地　域

市　町
 作付面積 10ａ当たり

市　町
 作付面積 10ａ当たり

県内
順位

県内
順位
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大豆の作付面積・収穫量

令和６年産大豆の作付面積は1,650haで、前年産に比べて70ha（4.1％）減少し、
収穫量は1,680ｔで、前年産に比べて250ｔ（13.0％）減少した。
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大豆大豆の作付面積・収穫量の推移（石川県）

（ｔ）（ha）

作
付
面
積

収穫量

市町別大豆の作付面積・10ａ当たり収量・収穫量（令和６年産）

水市町別大豆収穫量（令和６年産）

出典：農林水産省統計部「作物統計」

（
作
付
面
積
）

（
収
穫
量
）

注：１ この市町村別統計は、「作物統計調査」を実施する上で把握した地域における集出荷団体、
生産者等への郵送調査結果及び行政機関等からの情報を踏まえ、都道府県計値の内訳

           として市町村別に配分することにより 作成した加工統計であり、市町村別の値を目的として
           設計された調査に基づいて直接得られたものではない。なお、「作物統計調査」は、都道府
           県計値を求めるために目標精度を設定し、調査の設計がされている。

２ 赤字は各項目の県内3位以内の市町を表わす。

 収穫量  収穫量

収量 収量

(ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)

か ほ く 市 50 10 88 7 44 8 珠 洲 市 69 8 44 12 30 9

内 灘 町 71 7 93 5 66 6 能 登 町 9 15 42 14 4 16

津 幡 町 103 5 59 10 61 7 輪 島 市 28 12 26 18 7 13

金 沢 市 28 12 67 9 19 10 穴 水 町 4 17 39 15 2 18

野 々 市 市 4 17 31 16 1 19 七 尾 市 11 14 44 12 5 15

白 山 市 617 1 156 1 960 1 中 能 登 町 54 9 17 19 9 11

能 美 市 71 7 97 3 69 5 志 賀 町 8 16 73 8 6 14

川 北 町 137 4 94 4 129 3 羽 咋 市 30 11 27 17 8 12

小 松 市 180 2 57 11 102 4 宝達志 水町 3 19 100 2 3 17

加 賀 市 169 3 93 5 158 2

県内
順位

県内
順位

加　賀　地　域 能　登　地　域

市　町
 作付面積 10ａ当たり

市　町
 作付面積 10ａ当たり

県内
順位

県内
順位

県内
順位

県内
順位



227 
208 201 209 199 

172 

2,500 

2,140 
2,010 1,940 1,860 

1,640 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

100

200

300

400

500

令和元年産 ２ ３ ４ ５ ６

100 96 94 
87 86 82 

1,120 

870 
941 

862 

746 
691 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

50

100

150

200

令和元年産 ２ ３ ４ ５ ６

（ha）

280 287 293 290 288 287 

1,530 

1,770 1,770 
1,670 1,640 

1,570 

0

500

1,000

1,500

2,000

0

100

200

300

400

500

令和元年産 ２ ３ ４ ５ ６

（ha）

253 
235 

214 
190 189 187 

10,000 

8,910 8,580 

7,460 7,620 
7,030 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

100

200

300

400

500

令和元年産 ２ ３ ４ ５ ６

野菜の作付面積・収穫量（だいこん・ブロッコリー・ねぎ・かぼちゃ）

12
出典：農林水産省統計部「作物統計」

だいこんの作付面積・収穫量の推移 ブロッコリーの作付面積・収穫量の推移

かぼちゃの作付面積・収穫量の推移
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野菜の作付面積・収穫量（きゅうり・トマト・すいか・メロン）

13
出典：農林水産省統計部「作物統計」

きゅうりの作付面積・収穫量の推移

すいかの作付面積・収穫量の推移 メロンの作付面積・収穫量の推移
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果樹の結果樹面積・収穫量（ぶどう・日本なし・かき・くり）

14出典：農林水産省統計部「作物統計」
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かきの結果樹面積・収穫量の推移 くりの結果樹面積・収穫量の推移
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飼養頭数

（戸）

15

乳用牛の飼養戸数及び飼養頭数の推移 肉用牛の飼養戸数及び飼養頭数の推移

豚の飼養戸数及び飼養頭数の推移 採卵鶏の飼養戸数及び飼養羽数の推移

出典：農林水産省統計部「畜産統計」
注：１ 調査は各年の2月１日現在である。

２ 令和２年以降の乳用牛、肉用牛は、牛個体識別全国データベース等の行政記録情報や関係統計により集計した加工統計である。
３ 令和２、７年の豚、採卵鶏は農林業センサス実施年のため調査を休止した。

畜産の飼養戸数・飼養頭羽数（乳用牛・肉用牛・豚・採卵鶏）
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